
医療・健康・介護・福祉分野の情報化の進め方
平成１８年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

健診結果等の収集、活用方策等についての取組

個人情報の安全な取扱いについての取組

データ分析のための用語体系の開発

○ 健診結果、レセプトデータ、診療情報等を医療支援、疫学研究等に活用するための用語体系の開発

レセプトデータの収集・活用方策等についての取組

○ 収集・分析を本格実施

○ レセプトの完全オンライン化

○ 収集・分析を段階的に実施

○ レセプトオンライン化を段階的に実施

○ レセプトデータの収集・分析のための体制の構築

平成２３年 （年度）

○ 安全かつ安価なネットワークのための技術開発

○ ネットワークのセキュリティ要件等を明確化

○ 医療従事者等の認証基盤の運用開始○ 医療従事者等の認証基盤構築

○引き続きデータを収集しつつ、疫学的な利活用
方策について検討

○ 全国的にデータを収集

○ 標準的な健診・保健指導の実施

○ 健康情報を管理するデータベースの整備
について検討

○ 個人が健康情報を
入手・管理する仕組み等
について方針を検討

○ 健診結果等の
収集・活用の試行

○ 全国レベルでの
収集・活用の仕組み
について検討

○ 標準的な健診・保健指導
のあり方、保険者の収集・
活用すべき健診結果等の検討

・ 項目、データ形式、収集体制
・ レセプトデータ、診療情報等
との連携

・ 継続的に相互運用対応状況を医療機関に公表

・ 小規模医療機関の電子化
・ 標準的な診療情報提供書を

作成するシステムを開発

医療情報システムの相互運用性の確保
・オンラインでの相互運用性検証の

仕組みの構築・結果公表

・ 地域における情報連携を行う医療機関間の支援

医療機関の情報連携のための標準化

○ 地域における医療機関間の情報連携

より高次な医療情報活用に向けて

○ 医療知識基盤データベースの研究開発

以下同様に各種書類について都度議論していく
・ 記述要件（項目セット）の標準化

・書類の定義の標準化

永続的にメンテナンスしていく

永続的にメンテナンスしていく

・医療用語の標準化

・用語間の関連性のコードの標準化

障害福祉サービスに係る事業者の請求事務の効率化

介護給付適正化システムの見直し

○ 障害者自立支援給付支払等システムを稼働

○ 運用開始○ システムの改修○ 検証・見直し項目の検討

○ 介護サービスにおける手続や業務記録の電子化について結論

○ 「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイドライン」を適宜、見直す

平成１９年


